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「
生
徒
の
確
実
な
成
長
に
向
け
て
」 

北
海
道
白
糠
高
等
学
校
長 

 
 
 
 
 
 

佐 

野 

住 

夫 

 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
の
推
進
に
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
町
の
活
性
化
を
図
り
、

町
に
貢
献
で
き
る
、
ひ
い
て
は
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
作
り
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
２
０
２
３
年

度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
度
は
１
８
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

徒
６
１
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４
月
８
日
に

は
、
始
業
式
、
そ
し
て
入
学
式
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
新
し
い
年
度
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
喜
び
を
か
み
し
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
、
感
謝
の
気
持
ち

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

マ
ス
ク
の
着
用
を
原
則
求
め
な
い
な
ど
、
学
校

で
も
、
制
約
を
気
に
し
な
い
教
育
活
動
を
少
し
ず

つ
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
困
難
な
壁
は
、
考
え

を
巡
ら
せ
、
努
力
を
重
ね
、
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、

人
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
蓄
え
て
き
た
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
す

べ
て
の
活
動
が
「
普
通
」
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。
「
様
々
な
活
動
が
「
普
通
」
に

で
き
る
こ
と
は
、
実
は
「
特
別
」
な
こ
と
。
活
動
で

き
る
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、
「
特
別
」
な
こ
と
１

講
師
や
教
育
・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連

携
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
教
職
員
一
同
、
生
徒
の
確
実
な
成

長
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
年
度
も
白
糠
高
校
へ
の
熱
き
応
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

つ
１
つ
を
大
事
に
し
て
真
摯
に
取
り
組
み
、

皆
で
最
高
の
思
い
出
を
作
ろ
う
。
」
そ
う
生
徒

に
は
話
を
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
久
遠
塾
の
講
師
や
教
育
・
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
教
職
員
一
同
、
生
徒
の
確
実
な
成
長

に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
今
年
度
も
白
糠
高
校
へ
の
熱
き
応
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
等
や
地
域
の
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
先
生
方
と
教
育

活
動
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

進
路
部
長 

商
業
科 

本
郷
雄
一
郎
先
生 

 

こ
の
た
び
、
弟
子
屈
高
校
か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た

本
郷
雄
一
郎
（
ほ
ん
ご
う
ゆ
う
い
ち
ろ
う
）
で
す
。
出

身
地
が
中
標
津
町
と
比
較
的
近
く
、
白
糠
町
は
幼
少
期

よ
り
見
知
っ
て
い
る
場
所
で
親
近
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。 

 

道
産
子
ら
し
い
、
と
て
も
大
ら
か
な
生
徒
が
多
い
と

い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
白
糠
高
校
卒
業
ま
で
に

身
に
付
け
る
八
つ
の
資
質
・
能
力
を
き
ち
ん
と
身
に
付

け
さ
せ
、
生
徒
達
が
社
会
人
と
し
て
ひ
と
り
立
ち
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

生
徒
指
導
部 

体
育
科 

矢
野
晋
太
朗
先
生 

こ
の
た
び
、
鵡
川
高
校
か
ら
参
り
ま
し
た
。
体
育
科

の
矢
野
晋
太
朗
（
や
の
し
ん
た
ろ
う
）
と
申
し
ま
す
。

道
東
に
来
る
こ
と
は
中
々
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
海

の
あ
る
町
に
縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
出
身
は
旭
川
で
す

が
、
教
員
生
活
の
ほ
と
ん
ど
は
苫
小
牧
で
勤
め
て
お
り

ま
し
た
。
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
探
究
学
習
に
力

を
入
れ
、
町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

着
任
者
紹
介 

学
校
長 

佐
野
住
夫
先
生 

こ
の
た
び
、
奥
尻
高
校
か
ら
赴
任
し
ま
し
た

佐
野
住
夫
（
さ
の
す
み
お
）
と
申
し
ま
す
。
こ

の
伝
統
あ
る
白
糠
高
校
に
勤
務
で
き
る
こ
と

を
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
気
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
校
訓
「
自
立
実
践
」
の

も
と
、
生
徒
一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
輝
き
、

人
間
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
に
し 

背景：「知床第一ホテルＨＰより」 



 

  

４月８日（土）午前中は着任式・始業式を、午後からは入学式を行いました。 

着任式では新たに着任した６名の教職員が、校長先生から紹介されました。始業式では新学年を迎えた

２・３年生へ自立実践と挨拶を大切にすることと命を大切にすることのお話がありました。 

入学式では、１８名の新入生を新たに迎え、代表生徒から「白糠高校の生徒として誇りある高校生活を

送ることを誓います」という力強い宣誓もありました。 

４月１０日（月）には、新入生歓迎会が開催され、学校紹介・教員紹介・部活動紹介を行いました。                              

新入生と２・３年生でチームを組んでクイズを行うなど、新入生に白糠高校のことを知ってもらうとと

もに、上級生とも関わることもできる良い機会となりました。 

新入生も最初は緊張し堅くなっていたようにも見えましたが、先生方や２・３年生と関わるにつれ笑顔

が増え和やかな雰囲気のなかで交流を深めることができました。 

 
 
 
 
 
 

教
務
部 

音
楽
科 

宇
田
拓
人
先
生 

こ
の
た
び
、
室
蘭
栄
高
校
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
宇
田

拓
人
（
う
だ
た
く
と
）
と
申
し
ま
す
。
空
知
、
胆
振
と

続
き
、
道
東
で
の
生
活
は
初
め
て
な
た
め
、
色
々
な
と

こ
ろ
へ
足
を
運
ん
で
自
身
の
経
験
と
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

教
科
は
音
楽
を
担
当
し
ま
す
。
生
徒
に
は
基
本
的
な

知
識
や
音
楽
の
実
技
が
た
だ
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け

で
は
な
く
＋α

な
授
業
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

入
川
暁
之
先
生 

昨
年
度
、
久
遠
塾
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
入
し
ま
し
た

入
川
暁
之
（
い
り
か
わ
あ
き
ゆ
き
）
で
す
。
今
年
度
は

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
校
外
学
習
や
環
境
鮮
麗
学
で
授
業
を

支
え
る
裏
方
を
務
め
ま
す
。
町
民
の
皆
様
と
ご
一
緒
さ

せ
て
頂
く
機
会
も
増
え
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

事
務
職
員 

藤
嶋
夕
舞
さ
ん 

４
月
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
事
務
職
員
の
藤
嶋

夕
舞
（
ふ
じ
し
ま
ゆ
ま
）
で
す
。
ご
縁
が
あ
り
、
新
採

用
初
め
て
の
勤
務
地
が
白
糠
高
校
と
な
り
ま
し
た
。
白

糠
高
校
の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
学
校
生
活
や
環
境
設
備
の
手
助
け
を
し
て
い
け

る
よ
う
毎
日
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

  

祝 入学  
ようこそ、久遠の門へ 



卒業生進路先（Ｒ４年度） 

 

 

5 月の予定 
 

８日（月）身だしなみ指導    10 日（水）学校祭議案審議   15 日（月）～１９日（金）公開授業週間   

17 日（水）高体連地区壮行会   22 日（月）～ 夏服移行期間     26 日（金）情報モラル教室 

 

４月の主な行事 

生徒総会 国体予選会（バドミントン部） 新入生オリエンテーション 

はじめてのきゅうしょく スタディサプリ講習会 始まりました！『環境鮮麗学』 

【進学】 ９名 

・静岡大学 理学部 生物科学科・生物科学コース 

・札幌大谷大学 芸術学部 音楽科 作曲・サウンドクリエイションコース 

・釧路短期大学 生活科学科 生活科学専攻 

・京都伝統工芸大学校 木彫刻専攻 

・くしろせんもん学校 こども環境科 ２名 

・北海道芸術デザイン専門学校 産業デザイン科 イラストレーション専攻 

・札幌ミュージック&amp;ダンス・放送専門学校 音楽ビジネス科 

・総合学園ヒューマンアカデミー札幌校 マンガ専攻 

【就職】１０名 

・鶴雅リゾート株式会社 ２名      ・大塚食品株式会社 

・一般社団法人阿寒アイヌコンサルン   ・生活協同組合コープさっぽろ 

・カネヤ製綱株式会社          ・医療法人あしかび会 山口歯科診療室 

・トラスト               ・ディカス株式会社          ・清和園 

発行元 北海道白糠高等学校 
〒088-0323 

北海道白糠郡白糠町西 4 条北 2 丁目２番地 8 

TEL・FAX (01547)2-2826 

ホームページでもご覧いただけます。 

 http://www.shiranuka.hokkaido-c.ed.jp/ 
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令
和
５
年
３
月

 
令
和
４
年
度
 
学

  
校

  
評

  
価

  
書

 
 

学
校
名

 
北
海
道
白
糠
高
等
学
校
 
全
日
制
課
程

 
１
 
重
点
目
標

 
（
１
）

 新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
指
導
と
評
価
の
充
実
、
並
び
に
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
学
習
習
慣
の
確
立
に
努
め
る
。
 

（
２
）
 生

徒
の
主
体
的
な
自
己
管
理
能
力
を
高
め
、
望
ま
し
い
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
に
努
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
生
徒
理
解
に
努
め
、
自
他
の
生
命
を
尊
び
自
立
心

と
他
を
思
い
や
る
心
を
保
つ
生
徒
を
育
成
す
る
。
 

（
３
）
 ス

ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
い
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
し
な
が
ら
地
域
の
未
来
を
創
る
生
徒
を
育
成
す
る
。
 

（
４
）
 健

康
・
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
他
の
生
命
の
尊
重
と
安
全
・
環
境
へ
の
意
識
の
向
上
に
努
め
る
。

 
 ２
 
経
営
方
針

 
（
１
）

 校
内
組
織
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
学
校
経
営
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
協
働
意
欲
に
満
ち
た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

 
（
２
）

 保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
関
係
機
関
等
か
ら
の
支
援
と
協
力
の
も
と
、
質
の
高
い
教
育
が
提
供
で
き
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

 
（
３
）

 積
極
的
な
情
報
提
供
や
学
校
評
価
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
信
頼
・
支
持
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

 
（
４
）

 教
員
が
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。

 
 ３
 
自
己
評
価
結
果
に
つ
い
て
学
校
関
係
者
評
価
実
施
 

 
 
○
自
己
評
価
の
達
成
状
況
・
適
切
さ
の
欄
は
（「

Ａ
＝
十
分
で
あ
る
」、
「
Ｂ
=概

ね
十
分
で
あ
る
」、
「
Ｃ
＝
不
十
分
で
あ
る
」、
「
Ｄ
＝
改
善
を
要
す
る
」）

を
示
す
。

 
 
○
右
の
欄
、
学
校
関
係
者
評
価
：
自
己
評
価
の
適
切
さ
の
欄
は
、

 
 
 
（「
Ａ
＝
適
切
な
評
価
で
あ
る
」、
「Ｂ
=
概
ね
適
切
な
評
価
で
あ
る
」、
「Ｃ
＝
評
価
が
や
や
不
十
分
で
あ
る
」、
「Ｄ
＝
改
善
を
要
す
る
」）
を
示
す
。

 
 
○
右
の
欄
、
学
校
関
係
者
評
価
：
改
善
に
向
け
た
取
組
の
適
切
さ
の
欄
は
、

 
 
 
（「
Ａ
＝
適
切
な
取
組
で
あ
る
」、
「Ｂ
=
概
ね
適
切
な
取
組
で
あ
る
」、
「Ｃ
＝
取
組
が
や
や
不
十
分
で
あ
る
」、
「Ｄ
＝
改
善
を
要
す
る
」）
を
示
す
。

 
 
※
青
い
部
分
が
教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価
結
果
等
、
黄
色
い
部
分
が
学
校
関
係
者
評
価
結
果
で
あ
る
。

 
 
※
学
校
関
係
者
評
価
は
評
議
員
に
よ
り
実
施
。

 
 

分
野
 

領
域
 

重
点
的
な
取
組
内
容
 
（
上
段
）
 

自
己
評
価
 

改
善
の
方
策
 

学
校
関
係
者
の
評
価
 

達
成
 

状
況
 

取
組
の

適
切
さ
 

自
己

評
価

の
適

切
さ
 

改
善

へ
の

取
組

の
適

切
さ
 

意
見
 

評
価
指
標
・
評
価
基
準
（
中
段
）
 

具
体
的
取
組
の
状
況
 
（
下
段
）
 

学
習
指
導

の
改
善
・

充
実
 

基
礎
基
本
を
徹
底
し
、
わ
か
る
授
業
の
実
践
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

Ｂ
 

自
己
成
長
や
将
来
の
生
活
全
般
に
い
か
に
役
立

つ
か
を
し
っ
か
り
伝
え
、
「
身
近
な
も
の
」
に
結

び
つ
け
る
こ
と
を
意
識
し
た
り
、
１
時
間
毎
の
目

標
を
明
確
に
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
徒
の

変
容
に
合
わ
せ
て
、
既
習
事
項
の
振
り
返
り
や
、

基
礎
の
さ
ら
な
る
定
着
を
重
視
し
た
授
業
展
開

に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

3.
3 

3.
4 

○
IC
T
の
活
用

に
よ
り
興
味
・

関
心
を
引
き
出

し
て
い
る
。
 

○
公
営
塾
と
の

連
携
強
化
を
望

む
。
 

生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
授
業
が
わ
か
り
や
す
い
」

の
項
目
で
、
肯
定
の
回
答
８
０
％
以
上
達
成
。
 

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
上
記
項
目
で
肯
定
の
回
答
が
９

４
．
１
％
と
達
成
で
き
て
い
る
。
 

3.
3 

3.
3 

観
点
別
評
価
の
充
実
及
び
生
徒
の
学
習
姿
勢
の
確
立
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

Ｂ
 

単
元
の
指
導
計
画
を
作
成
・
実
施
す
る
こ
と
で
、

課
題
や
取
組
の
視
点
・
評
価
の
観
点
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
ら
学
習
す
る
習
慣
や

問
題
解
決
に
取
組
む
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
な

い
。
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
結
果
が
喜
び
を
感
じ
る

よ
う
な
指
導
や
声
か
け
を
工
夫
し
、
久
遠
塾
や
ス

タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
 

3.
3 

3.
6 

○
大
学
進
学
な

ど
上
を
目
指
す

意
欲
を
育
て
て

ほ
し
い
。
 

 

成
績
上
位
層
の
増
加
、
成
績
不
振
者
減
少
。
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
学
習
習
慣
に
関
す
る
項
目
で
、
肯
定
回
答
８
０
％
以
上
達
成
。
 

２
・
３
年
生
の
成
績
優
秀
者
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
％
以
上
。
成
績
不
振

者
が
合
わ
せ
て
１
名
。
１
年
生
は
年
間
を
通
し
て
減
少
傾
向
に
あ

る
。
 

3.
1 

3.
1 

保
護
者
 

・
地
域
へ

の
情
報
の

発
信
 

保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
と
交
流
を
深
め
、
特
色
あ
る
教
育
活
動

の
展
開
を
行
い
、
外
部
発
信
を
行
う
。
 

Ａ
 

Ａ
 

地
域
の
方
々
は
極
め
て
協
力
的
で
あ
る
。
部
活
動

の
指
導
を
通
じ
た
保
護
者
と
の
関
わ
り
や
保
護

者
を
巻
き
込
ん
だ
行
事
の
開
催
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
で
の
さ
ら
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
や
本
校
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
毎

月
１
回
部
活
動
の
様
子
や
、
授
業
の
様
子
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。
 

3.
4 

3.
4 

○
魅
力
的
な
取

組
が
多
い
が
、

あ
ま
り
外
部
に

周
知
さ
れ
て
い

な
い
。
 

○
生
徒
が
地
域

で
活
躍
す
る
場

が
必
要
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
 
年
間
６
万
回
以
上
（
月
５
千
）
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
回
数
 
８
０
回
以
上
（
月
７
回
）
 

地
域
交
流
・
地
域
行
事
・
小
中
高
連
携
 
年
間
１
０
回
以
上
 

ア
ク
セ
ス
数
 月

平
均
７
千
以
上
、
更
新
回
数
 8
2
回
（
R4
/1
2/
28

現

在
）
各
教
科
に
お
い
て
、
地
域
連
携
を
積
極
的
に
実
施
。
 

3.
4 

3.
4 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
活
発

化
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
、
推
進
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

Ａ
 

保
護
者
の
方
々
は
寸
暇
を
惜
し
ん
で
行
事
等
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
極
め
て
協
力
的
で
あ

る
。
今
後
は
、
保
護
者
向
け
行
事
の
開
催
や
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
の
開
催
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
参
加
者
を
増
や
し
、
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
 

3.
4 

3.
4 

○
学
校
祭
、
そ

ば
打
ち
な
ど
、

保
護
者
自
身
も

楽
し
ん
で
参
加

し
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
る
。
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
参
加
者
 
保
護
者
 
各
１
０
名
以
上
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
職
員
 
各
１
５
名
以
上
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
役
員
会
・
学
校
祭
模
擬
店
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
（
そ
ば

打
ち
体
験
）
の
実
施
。
参
加
保
護
者
は
い
ず
れ
も
１
０
名
以
上
。
 

3.
3 

3.
5 

    

 

分
野
 

領
域
 

重
点
的
な
取
組
内
容
 
（
上
段
）
 

自
己
評
価
 

改
善
の
方
策
 

学
校
関
係
者
の
評
価
 

評
価
指
標
・
評
価
基
準
（
中
段
）
 

達
成
 

状
況
 

取
組
の

適
切
さ
 

達
成
 

状
況
 

取
組

の
適

切
さ
 

意
見
 

具
体
的
取
組
の
状
況
 
（
下
段
）
 

組
織
的
・

計
画
的
進

路
指
導
の

充
実
 

（
進
学
）
生
徒
に
対
し
て
志
望
校
合
格
の
た
め
の
適
切
な
指
導
と
情

報
提
供
を
行
い
、
公
営
塾
な
ど
と
連
携
し
、
第
一
志
望
校
合
格
と
進

学
後
に
必
要
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
学
習
目
標
を
早
期
に
定

め
、
学
び
に
向
か
う
力
を
育
み
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ

る
。
 

Ｂ
 

Ｂ
 

面
談
な
ど
を
通
し
て
早
期
に
生
徒
の
進
路
目
標

を
定
め
、
教
員
、
久
遠
塾
と
受
験
指
導
の
方
針
に

つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
、
個
別
の
指
導
に
よ
る

学
力
向
上
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
生
徒
に
は
よ
り

高
い
目
標
、
第
一
志
望
校
合
格
に
向
け
て
、
諦
め

な
い
、
安
易
に
妥
協
し
な
い
姿
勢
を
身
に
付
け
さ

せ
る
。
進
学
後
を
見
据
え
た
学
力
向
上
と
学
習
習

慣
の
確
立
を
目
指
す
。
 

3.
6 

3.
7 

○
国
公
立
大
学

を
目
指
す
生
徒

も
お
り
、
生
徒
の

頑
張
り
は
も
と

よ
り
、
先
生
方
や

公
営
塾
ス
タ
ッ

フ
の
熱
意
あ
る

ご
指
導
の
成
果

で
あ
る
。
 

○
素
直
で
真
面

目
な
生
徒
だ
が
、

や
や
消
極
的
で

あ
る
。
体
験
授
業

や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
を
通

し
て
、
さ
ら
に
社

会
性
を
身
に
付

け
さ
せ
て
ほ
し

い
。
 

進
学
決
定
率
１
０
０
％
 

進
学
希
望
者
９
名
中
７
名
合
格
 

（
令
和
５
年
１
月
１
６
日
現
在
）
 

3.
3 

3.
3 

（
就
職
）
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職

業
観
を
育
成
す
る
。
個
に
応
じ
た
就
職
指
導
を
展
開
し
、
生
徒
が
主

体
的
に
取
り
組
む
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
地
域
協
働
応
援
団
（
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
や
関
係
機
関
、
保
護
者
等
と
連
携
し
、
生
徒
に
対

し
て
適
切
な
指
導
と
情
報
提
供
を
行
う
。
 

Ｂ
 

Ｂ
 

生
徒
が
自
己
理
解
を
深
め
、
自
分
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
主
体
的
な
進
路

選
択
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
学
校
全
体
、
保
護
者
、

地
域
の
方
と
白
糠
高
校
と
し
て
身
に
付
け
さ
せ

る
力
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
る
。
 

地
域
の
方
や
地
元
企
業
の
協
力
の
も
と
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
進
路
行
事
を
実
施
し
、
大
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
仕
事
へ
の
姿
勢
な
ど
を
学

ぶ
。
 

3.
1 

3.
6 

０
回
受
験
者
０
名
 

０
回
受
験
者
０
名
 

就
職
希
望
者
１
０
名
中
１
０
名
内
定
（
令
和
５
年
２
月
３
日
現
在
）
 

3.
1 

3.
1 

自
立
心
を

育
て
る
指

導
の
徹
底
 

Ｑ
－
Ｕ
を
活
用
し
生
徒
理
解
の
た
め
の
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
る
。
外

部
機
関
（
ｽｸ
ｰﾙ
ｶｳ
ﾝｾ
ﾗｰ
、
サ
ポ
ス
テ
、
白
糠
養
護
学
校
ｺｰ
ﾃﾞ
ｨﾈ
ｰﾀ
ｰ）

と
連
携
し
て
適
切
な
支
援
を
行
い
、
教
育
相
談
の
充
実
を
図
る
。
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Q-
U
テ
ス
ト
は
次
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、

分
析
と
活
用
の
た
め
の
校
内
研
修
を
行
い
、
生
徒

理
解
に
努
め
る
。
 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
面
談
を
通
じ

て
学
校
生
活
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
い
る
。
 

3.
1 

3.
1 

○
生
徒
が
落
ち

着
い
て
お
り
、
安

心
し
て
子
ど
も

を
任
せ
ら
れ
る

学
校
で
あ
る
。
外

部
に
そ
の
こ
と

を
情
報
発
信
し

て
ほ
し
い
。
 

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
大
人
が
み
え

て
い
な
い
部
分

を
含
め
る
と
、
認

知
数
以
上
に
問

題
を
抱
え
て
い

る
生
徒
が
い
る

の
で
は
な
い
か
。

引
き
続
き
、
心
の

教
育
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
。
 

 

Ｑ
－
Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
間
２
回
以
上
実
施
 

教
育
相
談
に
関
す
る
校
内
研
修
の
実
施
 

・
Q－

U
は
年

2
回
行
っ
た
 

・
学
年
を
中
心
に

Q－
U
の
結
果
を
検
証
し
、
面
談
等
に
活
用
し
た
。
 

2.
9 

2.
8 

基
本
的
な

生
活
習
慣

マ
ナ
ー
や

モ
ラ
ル
に

関
し
て
組

織
的
な
指

導
体
制
の

確
立
 

基
本
的
生
活
習
慣
（
あ
い
さ
つ
、
言
葉
遣
い
、
身
だ
し
な
み
な
ど
）
の

確
立
に
向
け
た
指
導
体
制
の
構
築
。
 

情
報
共
有
の
徹
底
。
で
き
る
指
導
、
理
解
さ
せ
る
指
導
の
実
践
。
 

Ｃ
 

Ｂ
 

現
在
は
基
本
的
生
活
習
慣
（
あ
い
さ
つ
、
言
葉

遣
い
、
身
だ
し
な
み
な
ど
）
が
身
に
付
い
て
い
る

生
徒
が
多
く
、
学
校
全
体
が
良
い
方
向
へ
と
向
か

っ
て
い
る
。
継
続
し
た
指
導
を
実
践
し
て
い
き
た

い
。
 

一
部
、
基
本
的
生
活
習
慣
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

生
徒
に
は
遅
刻
の
回
数
等
を
見
え
る
化
し
、
情
報

共
有
し
や
す
く
、
生
徒
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
改
善
す
る
。
 

3.
1 

3.
0 

自
己
指
導
能
力
の
向
上
が
見
ら
れ
た
か
 

・
で
き
る
指
導
の
実
践
。
 

・
年

3
回
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
各
種
委
員
会
で

PD
CA

の
実
践
を
試
み

て
い
る
。
 

・
身
だ
し
な
み
は
各
ク
ラ
ス
代
議
員
が
中
心
と
な
り
自
ら
正
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
。
 

2.
8 

3.
0 

他
者
を
思

い
や
る
心

と
道
徳
心

の
育
成
 

通
信
や
集
会
、
講
演
会
等
を
活
用
し
規
範
意
識
を
育
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

正
し
い
使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
と
い
っ
た

問
題
行
動
を
招
か
な
い
よ
う
未
然
防
止
に
努
め
る
。
い
じ
め
把
握
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
間
２
回
実
施
。
 

Ｂ
 

Ｂ
 

面
談
や
生
徒
観
察
を
通
じ
て
、
い
じ
め
が
発
展

し
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

細
か
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
 

3.
3 

3.
4 

積
極
的
な
い
じ
め
の
認
知
 

い
じ
め
の
な
い
学
校
生
活
が
送
れ
て
い
る
か
 

・
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
共
有
し
、
個
別
面
談
を
通
じ
て
未

然
防
止
の
た
め
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

2.
9 

3.
0 

教
職
員
の

「
働
き
方

改
革
」
に

向
け
た
方

針
等
 

〇
働
き
方
改
革
に
関
す
る
校
内
研
修
、
学
校
評
価
の
実
施
。
 

〇
学
校
閉
庁
日
、
定
時
退
勤
日
、
部
活
動
休
養
日
の
設
定
。
 

〇
業
務
の
平
準
化
・
効
率
化
に
関
す
る
業
務
改
善
、
健
康
安
全
管
理
の

実
施
。
 

Ｂ
 

Ｂ
 

年
度
初
め
に
年
間
の
定
時
退
勤
日
を
設
定
し
、

教
職
員
が
計
画
的
に
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う

配
慮
す
る
。
行
事
等
と
の
兼
ね
合
い
で
や
む
を
得

ず
設
定
日
を
変
更
す
る
場
合
に
も
、
す
み
や
か
に

周
知
す
る
よ
う
留
意
す
る
。
 

部
活
動
に
お
け
る
休
養
日
の
設
定
等
に
つ
い

て
は
、
道
教
委
の
定
め
る
規
程
の
範
囲
内
に
収
ま

っ
て
い
る
が
、
今
後
も
着
実
に
継
続
す
る
。
 

校
務
分
掌
や
学
年
に
お
け
る
業
務
内
容
の
精

選
を
図
り
、
不
要
な
業
務
を
積
極
的
に
減
ら
す
と

と
も
に
、
全
教
員
で
業
務
を
分
か
ち
合
う
雰
囲
気

と
体
制
作
り
に
つ
い
て
、
管
理
職
が
主
体
と
な
っ

て
継
続
的
に
取
り
組
む
。
 

3.
3 

3.
1 

○
先
生
方
が
学

校
の
た
め
に
力

を
尽
く
す
様
子

が
い
つ
も
伝
わ

っ
て
く
る
。
 

○
部
活
動
に
つ

い
て
は
、
地
域
と

の
連
携
や
協
力

を
仰
ぎ
、
顧
問
の

過
度
な
負
担
を

で
き
る
限
り
押

さ
え
ら
れ
た
ら

と
思
う
。
 

〇
学
校
閉
庁
日
の
設
定
（
年
間
９
日
間
）
 

〇
定
時
退
勤
日
の
設
定
（
月
２
日
間
と
定
期
考
査
期
間
）
 

〇
部
活
動
に
お
け
る
休
養
日
の
設
定
（
年
間

73
日
以
上
）
 

○
学
校
閉
庁
日
を
年
間
９
日
間
設
定
。
閉
庁
日
に
勤
務
す
る
状
況
は
見

ら
れ
ず
、
教
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
。
 

○
第
１
・
３
金
曜
日
を
原
則
と
し
て
定
時
退
勤
日
と
し
て
い
る
が
、
会

議
や
学
校
行
事
等
の
状
況
に
応
じ
て
設
定
日
を
調
整
す
る
な
ど
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
若
干
形
骸
化
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

別
日
で
の
確
実
な
取
得
の
呼
び
か
け
や
働
き
方
改
革
の
目
的
等
の
周

知
を
改
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

○
時
期
に
よ
り
偏
り
は
あ
る
が
、
年
間
を
通
し
て
は
適
切
に
休
養
日
を

設
定
で
き
て
い
る
。
 

3.
1 

3.
2 

※
学
校
関
係
者
評
価
は
学
校
評
議
員
に
よ
っ
て
行
う
。
 記

述
部
分
は
抜
粋
及
び
要
約
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

 
学
校
関
係
者
の
評
価
は
、
評
価
平
均
値
に
よ
り
次
の
評
価
基
準
に
よ
っ
て

A～
D
の
評
価
を
し
て
い
る
。
 
 

 

  
評
価
基
準
（
 
1≦

D＜
2.
3 
 
 2
.3
≦
C＜

2.
9 
  
2.
9≦

B＜
3.
4 
  
3.
4≦

A≦
4 
) 

 

 


